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第
．
一
白
　
　
叢
　
説
　
　
台
本
に
於
σ
る
北
辰
北
斗
の
倍
仰

よ
b
漸
次
藤
原
氏
の
好
爾
に
適
癒
せ
る
の
風
俗
ご
醇
化
も
「

爾
後
数
百
年
間
公
武
風
俗
の
窪
溜
こ
な
り
し
な
り
。

　
終
に
臨
み
本
稿
を
草
す
る
に
駆
り
、
第
三
高
等
學
稜
敷

授
文
學
士
林
森
太
郎
先
生
、
京
都
給
書
算
二
三
校
講
師
猪

熊
淺
麿
先
生
、
交
虚
器
爾
脇
豊
造
浅
に
負
ふ
研
多
し
。
謹

み
て
謝
す
。

日
本
に
於
け
る
北
辰
北
斗
の

電
蓄

文
學
士
　
清
　
原
　
貞
　
…
雄

『
天
然
物
中
天
野
畑
に
握
月
星
辰
の
信
仰
は
、
殆
ん
ざ
あ
ら

ゆ
る
一
文
明
の
程
度
低
き
一
就
會
に
行
は
れ
把
る
が

如
く
、
殊
に
星
占
術
等
の
登
達
せ
る
印
度
支
那
或
は
埃
及

等
に
盛
な
り
し
が
如
し
O

臼
本
に
於
て
も
日
月
の
法
号
は
、
明
に
存
し
懸
る
も
の
な

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
九
〇
　
（
二
八
○
）

れ
ざ
も
、
濁
り
星
の
崇
拝
は
、
其
有
無
明
な
ら
す
O
右
事

記
日
本
書
紀
に
現
は
れ
だ
る
紳
誘
を
探
す
も
星
に
關
す
る

淋
は
、
殆
ん
ご
登
見
せ
ら
れ
す
。
唯
、
一
つ
星
棘
香
々
背

男
、
一
名
天
隷
甕
星
の
名
あ
れ
こ
も
、
崇
舞
せ
ら
れ
た
る

形
逃
を
認
め
す
。
猶
叉
、
延
暦
二
十
三
年
勅
命
を
奉
じ
て

瀞
宮
よ
り
出
し
π
る
皇
太
榊
宮
儀
式
帳
に
、
天
心
婆
留
女

命
な
る
帥
に
關
係
あ
る
紳
就
あ
り
。
即
ち
皇
太
憩
宮
の
末

励
、
江
の
紳
祇
。
榛
原
肚
。
三
田
瀞
説
に
し
て
涯
憩
就
ぱ
須

婆
留
女
命
、
他
の
二
説
は
其
子
を
祭
れ
る
も
の
ε
せ
ら
る

是
等
は
延
喜
の
紳
名
帳
に
も
見
ね
た
る
も
の
な
り
○
此
須

婆
留
女
命
は
記
紀
に
見
ね
ざ
る
憩
な
る
が
、
從
來
の
學
者

の
説
に
て
は
、
昴
星
、
國
語
に
て
班
調
「
ス
パ
〃
」
叉
は

｛，

X
マ
ル
」
こ
い
ふ
星
な
り
ご
や
ふ
○
若
し
之
が
果
し
て
學

齎
の
説
の
如
く
な
ら
ば
、
星
の
信
仰
に
關
す
る
興
味
あ
る

材
料
な
れ
ざ
も
、
此
須
繋
留
落
命
に
尊
し
て
は
、
他
に
何

等
の
手
掛
な
く
叉
三
者
の
説
ま
セ
首
肯
す
る
に
足
ら
す
。

然
る
に
後
穂
に
至
り
て
は
、
星
の
信
仰
は
、
腕
本
の
信
仰



殊
に
俗
問
の
信
抑
こ
し
て
は
、
最
も
重
要
な
る
地
位
を
白

む
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
闇
れ
支
那
及
び
印
度
の
思
想
を
傳

へ
陀
る
も
の
な
り
。
詳
言
す
れ
ば
支
那
の
五
行
識
緯
の
思

想
及
び
佛
敷
、
殊
に
眞
言
宗
敷
の
思
想
を
承
押
せ
る
も
の

に
し
て
、
其
最
も
著
し
き
は
、
七
月
七
臼
の
牽
牛
星
織
女

星
の
祭
な
り
。
．
是
は
奈
良
朝
時
代
に
既
に
一
般
に
民
間
ま

で
も
行
は
れ
陀
る
信
仰
な
り
。
叉
類
漿
黙
認
に
、
天
武
天

皇
十
∴
年
五
月
已
巳
（
十
五
H
）
に
、
星
を
祭
る
こ
い
ふ
事
見
ゆ
。

之
は
動
何
な
る
星
を
祭
れ
る
も
の
か
明
な
ら
ざ
る
も
、
兎

に
角
一
種
の
星
祭
に
相
違
な
く
、
唯
五
器
な
る
よ
り
牽
牛

　
　
の

織
女
の
祭
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
Q
閣
外
に
は
陰
陽
遊
に
油

単
せ
る
祭
に
は
多
く
の
星
祭
あ
り
Q
北
斗
七
星
、
七
十
二

星
、
歳
星
、
計
都
星
、
老
入
星
、
太
彗
星
等
に
し
て
其
他

大
津
軍
、
き
土
公
、
太
一
等
も
實
際
は
星
に
關
係
あ
る
も
の

に
し
て
、
其
内
最
も
旺
に
行
は
れ
陀
る
は
、
北
極
星
、
北

斗
星
、
老
人
星
、
土
公
、
太
自
、
螢
惑
、
天
一
、
大
勢
忍

野
な
り
○
就
中
、
北
斗
、
大
勢
軍
等
は
陰
陽
道
の
雲
門
家

　
　
　
第
一
答
　
　
叢
　
説
　
　
二
酉
に
於
け
る
北
辰
北
斗
の
信
仰

に
よ
り
て
其
祭
行
は
れ
た
る
の
み
な
ら
す
、
一
般
の
信
仰

こ
な
り
、
特
に
大
樹
軍
は
、
神
燈
こ
な
れ
る
あ
り
Q
例
へ

ば
皇
城
警
護
の
意
昧
を
以
て
京
都
の
四
方
に
祭
ち
れ
回
る

も
の
、
即
ち
南
方
は
藤
森
就
の
中
に
あ
る
大
野
軍
蹴
、
東

は
元
南
習
習
の
前
に
あ
り
し
大
忌
軍
肚
、
北
は
大
徳
寺
の

門
前
に
あ
り
し
大
振
軍
肚
、
西
は
紙
屋
川
の
來
方
に
あ
る

大
笹
戸
胱
の
如
き
是
な
り
○
猫
諸
國
に
も
あ
り
。
是
等
に

つ
き
て
は
今
蓮
べ
す
○
叢
に
は
北
辰
及
び
北
斗
に
つ
き
て

馨
蓮
せ
ん
ご
欲
す
○

支
那
に
て
辰
の
字
源
の
研
究
は
暫
く
措
き
、
信
仰
土
北
辰

を
如
何
に
見
た
る
か
ご
い
ふ
に
、
爾
…
混
獲
天
に
は
北
極
是

を
北
辰
こ
い
ふ
ご
あ
b
て
、
註
に
は
北
極
は
天
の
中
以
て

四
時
を
正
す
、
其
天
の
申
に
居
る
を
以
て
是
を
北
極
こ
い

ふ
。
ご
見
ゆ
Q
共
議
史
記
昇
官
書
、
漢
書
天
文
志
、
晋
回

天
文
志
以
下
諸
書
、
北
辰
の
記
事
多
く
は
大
同
小
異
な
り

其
要
黙
を
云
へ
ば
、
北
極
五
星
の
中
、
北
辰
を
以
て
最
も
貴

し
．
こ
な
す
Q
辰
は
即
ち
紹
に
し
て
、
他
の
諸
星
ぱ
回
幣
す

第
二
號

九
唱
　
（
ご
八
一
）



　
　
　
　
第
一
懸
　
　
叢
　
説
　
　
H
本
に
於
け
る
北
辰
北
斗
の
信
卸

　
る
に
、
照
り
北
辰
は
天
の
中
櫃
に
位
し
て
愉
更
に
覇
か
す

　
他
の
諸
星
を
総
を
以
て
繋
ぎ
、
鋼
幽
す
る
が
如
き
も
の
な

　
り
、
こ
い
ふ
に
め
り
。

　
斯
く
北
辰
は
、
天
の
中
央
に
位
し
添
最
も
貴
き
星
な
り
こ

　
せ
ら
れ
槌
る
が
故
に
、
自
然
北
辰
に
調
す
る
祭
も
早
く
よ

　
り
現
は
れ
た
り
。
漢
書
郊
薄
志
羅
帝
の
元
始
五
年
の
條
に

　
北
辰
を
祭
る
量
見
ね
、
其
後
代
々
情
事
あ
り
○

囲
輔
力
佛
敷
の
方
に
て
も
、
亦
北
辰
は
盛
に
崇
拝
せ
ら
る
。

　
佛
敷
に
て
は
北
極
星
は
妙
見
菩
薩
こ
し
て
現
は
れ
、
諸
星

　
の
中
の
星
王
な
る
よ
り
是
を
奪
指
話
ご
慌
し
、
叉
北
辰
奪

　
星
妙
見
大
菩
薩
こ
い
ふ
〇
七
佛
所
説
紳
晩
経
に
、

　
　
我
北
辰
菩
薩
名
日
二
妙
見
菩
薩
…
、
今
欲
下
説
一
一
書
面
一
三
申

　
．
護
言
言
土
P
塵
…
於
閻
浮
提
↓
所
作
甚
奇
特
、
故
名
日
二

　
　
妙
見
↓
衆
生
中
最
勝
、
気
仙
中
之
仙
、
菩
薩
膨
大
將
、

　
　
湯
釜
二
諸
群
生
動

　
ご
あ
る
も
の
其
功
徳
な
り
。
佛
獄
中
に
て
も
、
主
こ
し
て

　
眞
言
に
て
祭
る
も
の
に
し
て
、
．
其
祭
を
行
ふ
を
妙
見
菩
薩

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
九
二
　
（
二
ぺ
一
U

供
叉
は
鯨
星
供
、
・
」
藩
す
○
其
作
法
は
前
述
の
瀞
呪
経
（
縮

刷
大
動
転
秘
密
部
成
町
）
を
本
健
こ
し
、
露
量
台
密
の
作

法
は
阿
婆
縛
抄
百
四
十
四
に
見
ね
、
東
密
の
作
怯
は
畳
揮

抄
（
何
れ
も
大
鍵
本
佛
敷
全
書
に
出
）
に
見
ね
π
る
も
今
是

を
遽
べ
す
。

此
北
辰
即
ち
北
極
星
の
信
仰
が
、
我
國
史
に
侍
講
の
上
に

現
は
れ
た
る
は
、
延
暦
十
五
年
三
月
纂
訳
の
撮
に
、
詔
を

下
し
て
北
辰
を
祭
る
事
を
禁
じ
た
る
（
臼
本
紀
暑
、
類
聚

門
訴
）
を
以
て
初
見
こ
な
す
。
次
で
同
十
八
年
十
月
及
び

弘
仁
二
年
九
月
何
れ
も
憐
勢
の
齋
王
が
伊
勢
齋
宮
入
御
の

日
に
京
都
附
近
の
百
姓
が
北
辰
を
祭
る
事
を
禁
ず
る
の
命

あ
り
○
類
聚
國
史
に
見
ぬ
睡
る
延
暦
十
五
年
三
月
庚
戌
の

潮
懸
を
見
る
に
、
朝
廷
に
潤
て
是
を
禁
止
す
る
事
久
し
き

に
も
拘
ら
す
、
官
吏
侮
っ
て
更
に
禁
止
を
事
こ
せ
す
、
今

や
京
畿
の
鹿
民
等
、
麻
秋
毎
に
職
を
棄
て
業
を
忘
れ
相
集

り
て
男
女
混
清
、
事
潔
清
を
没
却
し
て
鉄
を
招
き
紳
器
を

蒙
る
渚
あ
り
、
爾
今
以
後
是
を
指
寄
す
○
こ
い
ふ
に
あ
り



是
に
依
れ
ば
、
北
辰
を
祭
る
事
は
既
に
一
般
の
風
俗
こ
な

り
、
而
も
進
ん
で
其
弊
害
ま
で
醸
し
居
り
し
事
を
見
る
べ

し
○
其
後
延
喜
式
を
見
る
に
、
是
に
瀾
す
る
制
度
を
定
め

齋
主
が
齋
宮
に
入
御
の
時
は
、
九
月
一
日
よ
り
三
十
日
迄

・
京
畿
内
の
國
に
伊
勢
近
江
等
身
順
路
に
濁
る
國
々
に
て
は

北
辰
を
祭
る
事
を
巌
照
し
陀
り
O
（
紐
帯
榊
砥
常
識
）

此
北
辰
祭
文
は
北
辰
燈
な
る
も
の
ば
、
鞍
敷
に
關
仰
せ
る

も
の
に
し
て
、
江
次
第
抄
に
引
け
る
延
喜
二
年
三
月
二
日

の
御
記
に
、

　
内
藏
寮
講
レ
被
レ
定
下
可
レ
奉
献
御
灯
尋
b
依
レ
不
レ
燵
、
蕾

　
全
量
二
黒
大
器
聞
レ
之
、
奏
日
、
貞
観
以
奈
黙
坐
皿
岩
寺
購

　
被
レ
奉
、
寛
季
用
二
月
林
寺
↓
後
用
二
圖
成
寺
↓
故
困
｝
奮

　
軸
心
於
二
露
岩
幸
可
レ
奉
駅
仰
畢
、

ご
あ
り
。
是
に
依
る
も
、
明
か
に
佛
法
に
聴
し
把
る
も
の

な
り
。
此
亡
弟
寺
は
今
昔
物
語
な
ざ
に
羊
妙
見
の
出
現
せ

る
繰
起
に
よ
り
て
造
ら
れ
た
り
こ
の
傳
説
の
残
れ
る
寺
に

し
て
、
拾
芥
抄
に
も
霊
巖
寺
は
一
名
妙
見
寺
ご
還
し
、
同

　
　
　
第
轡
巻
　
　
叢
説
　
　
1
1
本
に
於
け
る
北
辰
北
斗
の
信
仰

じ
寺
が
、
元
、
王
城
の
四
方
に
あ
り
し
由
見
ゆ
。

朝
野
群
載
に
あ
る
天
永
四
年
の
北
辰
祭
交
を
見
る
に
、
北

辰
は
萬
王
の
暦
数
を
司
り
、
天
下
の
興
滅
を
薫
り
、
光
を

重
三
に
施
し
、
握
々
の
善
悪
を
照
す
も
の
な
り
．
今
即
ち

天
造
、
地
魍
、
厭
魅
、
脱
雁
、
…
夢
想
、
悟
異
等
の
す
べ
て

の
不
請
を
未
然
に
退
け
、
長
生
を
保
だ
し
め
よ
、
こ
い
ふ

に
あ
り
○
奪
星
王
法
も
亦
同
じ
く
北
辰
を
掻
る
も
の
に
し

て
、
朝
野
群
載
に
あ
る
康
和
五
年
の
祭
文
を
見
る
に
、
前

に
蓮
べ
弛
る
七
佛
所
謂
紳
呪
経
ご
同
一
の
意
昧
を
以
て
粟

徳
を
総
へ
、
天
地
の
墾
異
を
鎖
し
、
内
外
の
礫
群
を
祓
ふ

事
を
新
る
ご
あ
り
。
貝
鞍
紳
写
経
を
取
り
掌
る
も
の
に
し

て
是
等
に
依
り
て
彿
敷
の
方
よ
り
攣
る
北
極
星
の
祭
の
考

を
大
騰
窺
ふ
事
を
得
べ
し
。
此
信
卿
は
縁
本
の
紳
磁
に
も

影
饗
を
及
ぼ
し
、
北
辰
祉
叉
は
妙
見
枇
其
他
種
々
の
名
柵

の
紳
就
こ
な
り
て
廣
く
信
御
せ
ら
る
、
に
至
れ
り
。
此
妙

見
就
は
元
凍
北
極
星
よ
り
起
り
た
る
も
の
な
る
も
、
後
に

述
ぶ
る
北
斗
星
ご
も
關
係
め
る
が
故
に
、
此
妙
見
就
の
信

　
　
　
　
　
　
嬉
　
二
　
號
　
　
　
　
九
三
　
　
（
二
八
三
）



第
口
巻
　
　
叢
　
説
　
　
g
承
に
於
け
る
北
辰
北
斗
の
信
仰

仰
に
つ
き
て
は
、
北
斗
星
の
事
を
述
べ
認
る
豊
津
干
す
る

所
あ
る
べ
し
Q
・

蕗
北
極
星
、
即
ち
北
辰
は
、
濃
緑
の
み
な
ら
す
陰
陽
道
の

方
よ
り
畏
れ
る
逓
増
も
盛
に
行
は
れ
漁
り
。
侍
中
群
要
七

御
祭
事
の
條
に
宣
宮
北
極
有
一
直
図
引
ご
見
ね
．
伊
呂
波
宇
類

抄
に
も
玄
宮
北
極
三
日
忌
籠
以
二
御
鏡
桑
・
之
卿
精
進
等
あ
る
も

の
即
ち
是
な
b
O
玄
宮
の
玄
の
字
は
黒
の
義
に
し
て
支
那

の
五
行
思
想
に
て
は
総
て
の
も
の
皆
五
色
ご
結
び
つ
け
ら

る
。
方
角
に
て
云
へ
ば
、
南
は
赤
、
西
は
臼
、
北
は
黒
、

東
は
青
、
中
央
は
黄
、
叉
春
夏
秋
多
に
て
云
へ
ば
、
春
は

青
、
夏
は
赤
、
秋
霜
臼
、
冬
は
黒
、
四
手
は
黄
ご
定
め
π

る
如
巻
は
誰
も
知
る
所
に
し
て
、
北
極
星
を
黒
き
宮
即
ち

・
玄
宮
こ
し
だ
る
も
此
五
行
の
思
想
よ
り
諮
れ
る
な
り
○
緯

書
孝
繧
援
融
契
に

　
孔
子
制
一
一
作
孝
経
一
使
下
七
十
二
面
向
二
北
辰
一
答
折
上

、
等
見
ゆ
。
紹
本
に
て
陰
陽
蓮
の
方
に
て
祭
り
し
北
辰
は
是

等
の
緯
説
よ
り
系
統
を
引
け
る
も
の
な
る
べ
し
○

第
二
號
　
　
　
九
四
　
（
二
八
四
）

李
安
朝
の
末
の
種
々
の
記
銀
、
中
右
記
、
山
詳
記
、
吉
記

な
ご
を
見
る
に
色
々
の
御
所
の
柁
め
、
例
へ
ば
病
氣
天
愛

地
異
の
蕩
合
に
此
離
宮
北
極
祭
を
盛
に
行
へ
る
を
見
る
。

多
く
は
陰
陽
師
の
名
を
以
て
、
加
茂
、
安
倍
等
の
陰
陽
家

の
手
に
行
は
る
○
今
一
々
の
弼
は
際
す
。

次
に
は
北
斗
七
星
な
り
。
支
那
に
て
は
此
七
星
の
名
を
天

椹
、
玉
野
、
玉
幾
、
擢
、
玉
衡
、
開
陽
、
揺
光
こ
い
ふ
。

而
し
て
是
を
天
子
の
七
里
に
警
へ
だ
り
Q
有
名
な
る
緯
書

春
秋
占
冠
櫃
に

　
北
斗
有
二
七
星
「
離
農
有
二
七
政
｝
也
、

ご
見
ぬ
、
噌
血
行
大
義
窓
十
山
ハ
論
七
政
に
は

　
北
斗
爲
二
七
星
｝
煮
北
斗
天
櫃
也
、
天
有
「
一
七
紀
一
専
有
二
七

　
星
唖
喫
録
云
、
北
斗
七
星
慷
こ
嚇
磯
玉
顔
旧
以
齊
一
　
学
政
“

ご
見
わ
其
他
史
記
天
官
書
、
漢
書
天
語
志
滋
下
に
北
斗
七

星
に
記
し
て
大
同
小
異
の
説
多
く
掲
げ
ら
れ
π
る
も
今
一

々
逃
げ
す
。
而
し
て
北
斗
七
星
の
祭
を
行
ふ
皐
も
比
較
的

古
く
史
記
天
喜
書
に
秦
の
時
代
に
北
斗
を
祭
り
し
事
を
載



せ
、
漢
書
後
漢
書
以
下
北
斗
の
祭
の
事
は
引
き
潔
き
見
ぬ

セ
り
○

佛
敷
の
方
に
も
亦
北
斗
七
星
の
崇
拝
あ
り
。
是
も
圭
こ
し

て
眞
言
に
て
祭
る
も
の
に
し
て
其
功
徳
を
述
べ
起
る
経
典

多
し
。
其
主
な
る
も
の
を
畢
ぐ
れ
ば
北
斗
七
星
護
摩
秘
要

儀
軌
、
北
斗
七
星
念
論
儀
軌
、
七
星
如
意
輪
秘
要
証
、
北

・
斗
七
星
歯
黒
法
、
北
斗
七
星
延
命
経
等
な
り
○
北
斗
七
星

護
摩
秘
要
儀
軌
に
よ
れ
ば
、
北
斗
七
星
は
厩
月
五
星
の
精

に
し
て
七
曜
を
総
括
し
入
方
に
照
臨
し
上
は
天
六
に
輝
き

下
は
入
．
間
に
亘
り
て
以
て
善
悪
を
司
り
渦
輻
を
分
つ
、
群

星
の
朝
宗
す
る
所
、
萬
霊
の
傭
嘉
す
る
所
、
若
人
あ
り
て

能
く
禮
拝
供
必
奪
す
れ
ば
長
壽
富
貴
な
り
、
信
敬
せ
ざ
る
も

の
は
運
命
久
し
か
ら
す
ご
あ
り
○
此
経
文
は
支
那
の
大
興

善
寺
の
灌
頂
岡
閥
梨
の
書
け
る
も
の
に
し
て
整
経
の
中
に

は
支
那
の
遁
家
の
厨
女
も
確
に
混
入
せ
り
。
例
へ
ば
庚
申

三
戸
の
説
の
如
き
是
な
り
。
然
れ
こ
も
前
掲
の
功
徳
の
思

想
は
必
ず
し
も
支
那
の
も
の
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
○

　
　
　
第
一
巻
　
叢
説
　
R
本
に
於
け
る
北
辰
北
斗
の
信
仰

北
斗
七
星
念
諦
儀
軌
に
は
、
若
し
人
あ
り
て
毎
日
此
憩
呪

を
瀟
す
れ
ば
決
定
の
罪
業
を
除
滅
し
一
切
の
願
書
を
成
就

す
、
若
仏
人
あ
り
て
能
く
毎
日
此
…
騨
呪
を
講
ず
る
事
一
三

’
八
七
す
れ
ば
即
、
禽
尊
墨
一
切
審
属
擁
護
を
得
〇
五
百
逼
す

れ
ば
大
威
力
五
百
由
旬
内
に
普
く
一
切
の
悪
魔
近
か
す
ご

あ
り
○
此
儀
軌
に
よ
り
て
修
法
を
行
ふ
を
北
斗
供
ご
擁
す
。

朝
野
群
言
に
康
和
三
年
の
北
斗
御
修
法
祭
交
あ
り
冷
是
に

依
れ
ば
其
功
徳
は
全
然
前
揺
の
秘
要
儀
軌
に
擦
れ
る
を
見

る
○
是
を
行
ふ
は
東
密
、
台
密
に
て
は
勿
論
盛
に
行
ひ
し
が
、

三
井
寺
の
も
の
も
亦
有
名
な
り
。
常
陸
國
新
治
郡
票
原
村

の
北
斗
寺
の
如
き
亦
有
名
な
り
○
叉
洛
東
六
道
の
東
に
北

斗
堂
の
跡
な
る
所
あ
り
○
北
斗
信
仰
に
關
係
め
る
も
の
に

し
て
誰
曲
熊
野
に
「
北
斗
の
星
の
く
も
り
な
き
御
法
の
花

も
閥
く
な
る
真
書
堂
は
是
か
ご
よ
」
、
こ
あ
る
も
の
は
是
な

k
ワ
O

斯
く
佛
敷
の
方
に
も
北
斗
の
信
抑
め
れ
ご
乳
癌
に
て
行
は

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
九
五
　
（
二
八
五
）



　
　
　
第
　
一
巻
　
　
叢
　
読
　
　
B
本
に
於
け
る
北
辰
北
斗
の
信
獅

れ
た
る
北
斗
の
信
仰
は
所
謂
「
鶴
星
」
．
こ
い
ふ
事
に
て
最
も

廣
く
普
及
せ
る
も
の
な
り
○

是
も
元
は
町
域
の
方
よ
り
來
れ
る
も
の
に
し
て
佛
激
に
て

北
斗
七
星
を
貧
狼
星
、
亘
円
星
、
諜
存
星
、
文
重
星
、
廉

貞
星
、
武
曲
星
、
破
軍
星
こ
い
ふ
。
人
閥
は
其
生
年
に
縁

り
て
此
七
星
の
中
の
何
れ
か
に
駈
属
す
ご
い
ふ
に
あ
り
。

装
本
擦
は
佛
説
北
斗
七
星
延
命
纒
に
し
て
是
に
依
れ
ば
子

年
生
の
人
は
貧
演
習
、
多
年
亥
年
は
互
門
、
甘
辛
戌
年
は

緑
存
、
酉
年
は
文
曲
、
照
年
未
年
は
武
曲
、
午
年
は
破
軍
、

辰
年
食
年
は
廉
真
星
に
属
す
ご
い
ふ
○
此
延
命
繧
は
婆
羅

門
画
嚢
の
所
蓮
に
し
て
此
面
は
印
度
に
生
れ
支
那
よ
り
総

本
に
來
れ
る
人
な
る
が
故
に
恐
ら
く
は
支
那
の
識
緯
説
を

探
れ
る
も
の
な
る
べ
し
○
支
那
の
方
に
て
も
例
の
五
行
大

義
＋
六
論
七
海
に
引
け
る
黄
雷
電
圖
な
る
も
の
に
是
ご
同
じ

思
想
め
り
Q
又
天
地
瑞
意
志
に
も
其
石
盛
を
詣
る
時
は
一

切
の
困
難
皆
演
失
す
ご
見
ゆ
○

読
本
に
於
て
此
信
仰
を
傷
害
せ
る
も
の
が
所
謂
属
星
祭
な

第
二
號
　
　
九
六
，
（
二
八
六
）

り
Q
此
薦
星
祭
を
行
ふ
に
日
本
に
て
は
二
襟
の
形
式
に
依

る
〇
一
は
正
月
元
日
に
行
は
る
る
四
方
拝
に
し
て
懐
中
に

属
星
を
下
す
る
儀
あ
り
。
他
は
四
方
拝
ご
胴
係
な
き
厨
星

祭
な
り
。

此
四
方
笄
は
、
何
時
頃
よ
り
謹
ま
れ
る
や
は
詳
な
ら
ざ
る

も
、
江
次
第
抄
、
必
事
根
源
に
は
、
皇
極
天
皇
元
年
八
月

朔
日
に
天
工
南
淵
河
上
に
幸
し
て
脆
い
て
四
方
を
拝
す
ご

い
ふ
日
本
書
紀
の
丈
を
引
き
て
是
が
四
方
拝
の
濫
膓
な
り

こ
せ
り
。
漏
れ
ご
も
是
は
恐
ら
く
後
世
鵬
星
を
舞
し
回
る

四
方
拝
ご
は
何
等
の
園
係
あ
ら
ざ
る
べ
し
瞬
じ
く
江
次
第

抄
に
は
寛
李
二
年
御
記
に
正
月
の
朔
目
障
方
正
の
事
あ
り

ご
記
し
、
公
事
根
源
に
は
寛
李
元
年
に
此
事
あ
り
、
N
記
せ

り
○
寛
李
御
記
の
元
年
及
び
二
年
の
照
月
元
旦
の
條
は
今

存
せ
ざ
る
が
故
に
締
れ
が
正
し
き
や
鯛
寝
せ
ざ
る
も
兎
に

角
此
頃
は
既
に
四
方
拝
な
る
も
の
行
は
れ
居
り
し
も
の
な

る
べ
し
Q
其
前
の
弘
仁
の
内
身
為
に
は
勿
論
憶
貞
魏
儀
式

に
も
頭
熱
の
四
方
拝
真
星
こ
い
ふ
事
見
ぬ
す
其
他
の
記
録



に
も
徴
す
べ
き
も
の
な
き
が
如
し
○
故
に
元
旦
に
厩
星
を

心
す
る
事
の
始
ま
れ
る
は
此
寛
孕
を
去
る
事
事
か
ら
ざ
る

べ
し
○
其
後
の
延
喜
式
掃
部
寮
を
見
る
に

　
元
旦
李
旦
設
下
野
レ
拝
一
天
地
四
方
一
御
座
上
前
庭
鋪
二
長
縫

　
一
立
二
御
屏
風
一
之
所
敷
癒
挙
帖
一
元
正
前
一
日
設
二
二
座
於

　
大
極
殿
高
御
座
一
…
…

ご
あ
り
て
別
に
属
星
ざ
い
ふ
事
見
ぬ
ざ
る
も
恐
ら
く
後
世

の
元
旦
の
四
方
拝
ご
同
じ
も
の
あ
り
し
な
ら
ん
。
此
頃
既

に
恒
例
こ
し
て
四
方
拝
を
行
ひ
居
り
し
事
は
日
本
紀
馨
延

喜
七
年
正
月
一
日
の
條
に
寅
刻
天
子
拝
二
四
方
一
如
レ
常
ご

あ
り
叉
是
よ
h
．
画
き
延
喜
三
年
の
條
に
正
月
一
日
癸
卯
不

レ
拝
ご
偏
し
て
、
四
方
舞
の
行
は
れ
ざ
り
し
事
を
異
例
こ
し

て
特
筆
せ
る
を
見
て
も
察
知
す
べ
し
○

其
而
立
を
讃
す
る
儀
式
は
、
大
晦
観
に
追
灘
の
儀
式
絡
れ

る
後
、
難
鳴
の
頃
よ
り
清
凍
殿
の
東
雄
に
屏
風
を
立
て
三

所
の
御
座
を
設
け
る
其
一
を
属
星
を
拝
す
る
座
こ
し
一
を

天
地
を
醸
す
る
座
こ
し
一
を
御
陵
を
拝
す
る
座
こ
す
。
叢

　
　
　
第
一
巻
　
　
叢
　
就
　
　
H
本
に
於
け
る
北
辰
北
斗
の
信
仰

に
香
を
嶢
き
華
を
置
き
灯
を
燃
し
て
北
方
に
向
て
属
星
の

名
を
唱
ふ
る
事
由
遍
、
再
拝
し
て
呪
文
を
唱
ふ
○
戴
ハ
詳
し

き
事
は
、
西
宮
記
、
江
家
次
第
等
に
見
ゆ
れ
ご
叢
に
は
客

し
蹟
。
其
脚
気
な
る
も
の
も
一
定
の
形
式
あ
り
○
内
裡
儀

式
江
家
次
第
に
見
ゆ
る
所
に
よ
う
て
其
大
馨
を
云
へ
ば
、

賊
憲
毒
魔
を
見
れ
萬
病
悉
く
癒
ぬ
て
欲
す
る
所
意
の
ま
、

な
る
べ
し
ご
い
ふ
に
あ
り
。
此
四
方
拝
の
鶴
星
宮
疇
は
此

後
も
絶
ね
す
行
は
れ
軍
に
朝
廷
の
み
に
あ
ら
す
一
般
の
廉

人
も
亦
是
を
行
へ
る
事
は
江
家
次
第
等
に
見
ぬ
把
る
が
如

し
○
宿
引
朝
の
末
よ
り
は
院
中
に
於
て
も
是
を
行
へ
る
事

は
其
時
代
の
記
録
に
多
く
散
見
す
。

次
に
元
旦
四
方
拝
ご
關
係
な
く
軍
濁
に
属
星
に
所
り
し
事

も
比
較
的
古
き
も
の
に
し
て
貞
信
公
記
の
延
喜
三
年
三
月

十
九
日
の
條
に
薦
星
祭
を
行
へ
る
記
事
あ
り
。
叉
承
羅
二

年
七
月
十
六
日
の
條
に
も

　
　
内
裡
厩
星
祭
、
馬
弓
奉
仕
、
拝
端
第
二
星
「
間
星
降
者

ご
見
ゆ
Q
惟
香
は
陰
陽
師
な
り
。
叉
九
條
殿
御
遺
誠
に
も

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
九
七
　
（
二
八
七
）



　
　
　
第
一
巻
　
　
叢
　
説
　
　
座
本
に
於
け
る
北
辰
北
斗
の
信
仰

　
先
起
幕
二
心
星
名
號
一
七
遍
、
微
音

ご
見
ぬ
、
其
他
侍
中
群
要
七
、
に
も
御
属
星
窪
、
叉
大
笠

星
御
祭
五
箇
出
置
擁
精
逡
、
扇
星
御
祭
三
日
齋
籠
精
進
、
等
見
ぬ
、

叉
伊
呂
波
字
類
抄
の
中
に
も
田
づ
○
今
昔
物
語
二
＋
四
に
、

二
丈
博
士
弓
削
是
雄
な
る
人
、
近
江
國
勢
田
の
羅
に
於
て

某
に
請
ぜ
ら
れ
て
大
厩
星
を
叢
り
し
物
語
あ
り
。
罪
種
の

属
星
祭
は
蓋
置
朝
の
末
よ
り
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
最
も
盛

に
行
は
れ
起
る
も
の
な
り
。
叉
別
に
本
命
祭
あ
り
、
属
星
祭

ご
其
趣
意
を
同
じ
く
し
前
掲
の
北
斗
七
星
延
命
纒
を
本
埜

こ
す
る
も
の
に
し
て
人
は
十
二
支
中
の
何
れ
の
年
に
生
れ

た
る
も
の
は
七
星
中
の
何
に
属
す
ご
定
ま
b
O
從
っ
て
其

蓮
命
は
生
れ
る
ご
共
に
、
自
ら
定
ま
れ
り
こ
い
ふ
に
あ
り
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ド
　

例
へ
ば
子
年
生
れ
の
人
は
錘
狼
星
の
下
に
害
す
る
も
の
に

し
て
、
も
し
此
纒
即
ち
延
命
純
を
供
養
し
本
星
の
符
を
帯

す
る
時
は
運
命
吉
な
る
事
を
得
こ
い
ふ
に
あ
り
Q
其
他
の

六
星
に
つ
き
て
も
皆
類
似
の
説
あ
る
な
り
。
此
符
な
る
も

の
を
見
る
も
前
述
の
如
く
此
延
命
維
が
支
那
生
家
の
思
想

第
　
一
一
號
　
　
　
　
上
乃
八
　
　
（
ご
↓
八
八
）

を
取
う
て
繊
來
居
る
事
を
知
る
べ
し
○
此
星
を
供
養
し
て

災
を
除
き
鵬
を
求
む
る
を
本
命
需
供
こ
い
ひ
莫
本
命
星
供

を
修
す
る
所
を
本
命
裂
傷
こ
い
ふ
・
紳
皇
正
統
記
嵯
峨
天

皇
の
條
に
「
比
叡
山
に
は
顯
密
な
ら
び
紹
隆
す
、
殊
に
天

子
本
命
の
道
蕩
を
π
て
、
御
願
を
い
の
る
地
な
り
」
な
ご

あ
る
も
の
即
ち
是
な
b
o

然
る
に
是
は
密
敷
に
て
遵
ふ
の
み
に
あ
ら
す
、
寧
ろ
陰
陽

家
の
方
に
て
盛
に
本
命
祭
を
行
へ
り
。

延
壼
自
式
陰
陽
寮
式
に
御
本
命
祭
、
｛
着
座
廿
五
鼎
剛
、
μ
母
・
年
山
ハ

度
ご
あ
る
も
の
是
な
り
、
此
二
十
五
前
ご
あ
る
は
何
々
の

紳
を
祭
れ
る
か
未
だ
考
ぬ
得
す
、
本
命
ご
い
ふ
語
は
猫
是

よ
り
さ
き
に
ミ
代
歯
録
貞
観
七
年
八
月
二
十
一
日
の
條
陰

陽
寮
言
上
の
申
に

　
天
子
御
本
命
庚
午
、
是
年
鑑
絶
命
在
レ
乾
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
見
ぬ
陀
り
Q
只
本
命
聖
な
る
語
の
見
ぬ
だ
る
は
延
喜
式

を
初
見
こ
す
。
其
他
記
録
の
方
に
て
は
貞
信
公
記
延
喜
二

十
年
十
一
月
三
日
庚
子
の
條
、
延
長
二
年
五
月
三
臼
（
庚

／



子
）
同
三
年
三
月
八
日
庚
子
の
條
等
に
本
命
祭
の
事
見
ゆ
。

此
貞
信
公
記
に
依
れ
ば
悉
く
庚
子
の
日
に
行
は
れ
た
う
。

貞
信
公
即
ち
藤
原
謝
恩
は
文
慶
四
年
即
庚
子
の
年
に
生
れ

陰
る
人
な
れ
ば
是
に
依
り
て
考
ふ
れ
ば
本
命
祭
は
其
生
年

ご
同
一
干
支
の
日
を
以
て
是
を
行
ふ
も
の
な
る
が
如
し
。

此
事
に
つ
き
て
は
拾
芥
抄
に
は
本
命
は
生
年
を
以
て
定
む

る
説
ご
生
日
を
以
て
定
む
る
説
こ
の
二
説
あ
る
由
を
記
せ

り
。
然
る
に
此
貞
信
公
記
に
よ
り
て
年
を
以
て
定
む
る
事

古
く
よ
り
あ
り
し
を
知
る
な
り
O
此
外
伊
呂
波
字
類
抄
の

中
に
も
本
命
祭
の
名
見
ゆ
。

要
す
る
に
属
星
、
本
命
星
叉
或
塙
合
に
は
暦
年
の
星
（
此
名

は
中
右
記
永
久
二
年
正
月
十
四
日
條
後
撰
和
歌
集
（
二
十
…
）
等

に
見
ね
セ
リ
）
等
毒
す
る
は
實
際
は
皆
同
じ
も
の
な
り
。
此

信
仰
は
後
世
ま
で
廣
く
民
間
に
行
は
れ
π
る
も
の
な
り
。

最
後
に
北
辰
北
斗
の
信
仰
が
覇
道
に
影
響
し
居
る
事
は
霜

過
す
可
ら
す
○
北
辰
北
斗
の
信
仰
よ
り
超
れ
る
寺
の
存
す

る
事
は
怪
む
に
足
ら
ざ
る
も
、
此
信
仰
が
聖
書
に
入
り
來

　
　
　
第
一
巻
　
　
叢
　
説
　
　
日
本
に
於
け
る
北
辰
北
斗
の
信
仰

り
帥
肚
こ
し
て
現
は
れ
π
る
事
は
信
仰
史
上
興
味
め
る
現

象
な
り
。

二
種
の
帥
魅
に
は
種
々
の
名
目
あ
り
。
妙
見
肚
、
北
辰
肚
、

北
辰
明
紳
、
北
斗
の
肚
、
星
の
神
魅
、
星
宮
、
七
星
明
紳

明
現
等
長
圭
な
る
も
の
な
り
。
身
延
山
七
面
明
帥
の
如
き

も
北
斗
七
星
を
崇
め
て
法
華
守
護
の
伽
藍
騨
こ
し
て
起
て

π
る
も
の
な
り
ご
の
傳
説
あ
り
。
但
し
一
説
に
は
H
枝
の

七
杜
よ
り
採
れ
り
こ
の
説
も
あ
り
。
叉
佛
敷
の
方
よ
り
説

け
る
説
も
あ
り
て
詳
な
ら
す
。
其
他
名
目
の
上
に
現
は
れ
，

す
し
て
而
も
古
、
星
の
信
柳
に
量
器
あ
り
し
も
の
も
あ
り
。

例
へ
ば
石
清
水
八
幡
宮
の
竈
殿
の
如
き
は
宮
寺
些
事
抄
（

第
一
、
末
）
に
是
を
解
し
て
宇
佐
に
覗
へ
る
七
星
を
勘
請
せ
る

も
の
な
ら
ん
こ
せ
り
Q
下
総
國
千
葉
紳
祉
の
如
き
も
（
現
今

は
祭
紳
天
御
中
圭
憩
）
佐
倉
風
土
記
に
依
れ
ば
、
往
古
是

を
妙
見
奪
星
王
叉
は
妙
見
大
菩
薩
ご
逃
し
π
り
こ
い
ひ
、

關
八
州
古
戦
記
に
は
上
総
の
相
馬
家
に
て
は
先
進
以
摩
星

の
宮
を
響
岩
こ
し
だ
る
も
の
が
此
淋
肚
の
起
り
な
り
ご
見

第
二
號
　
　
　
九
九
　
（
二
八
九
）



忌
門
巻
　
　
叢
．
読
，
　
日
本
に
於
け
ろ
北
辰
北
斗
の
信
仰

ぬ
π
り
。

其
分
布
を
い
ふ
時
は
、
北
は
北
海
滋
よ
り
西
九
州
の
端
ま

で
行
は
れ
就
中
九
州
地
方
は
此
信
仰
盛
な
り
し
が
如
し
〇
一

其
始
ま
れ
る
年
代
は
元
よ
り
詳
な
ら
す
O
其
比
較
的
早
く

よ
り
丈
献
に
見
ね
π
る
も
の
一
二
を
暴
ぐ
れ
ば
、
宇
佐
の

北
辰
就
は
宇
佐
宮
号
に
引
け
る
官
符
な
る
も
の
を
見
る
に

交
響
二
年
宇
佐
實
検
使
李
墓
親
が
北
辰
殿
の
正
写
を
云
々

し
π
り
こ
い
ふ
事
見
ゆ
Q
由
來
宇
佐
神
宮
に
零
す
る
文
献

に
は
儒
物
多
き
が
故
に
此
官
符
も
眞
儒
俄
に
甚
し
難
き
も

前
掲
宮
寺
軍
事
抄
の
文
を
見
る
ご
き
は
少
く
こ
も
鎌
倉
の

初
期
以
前
よ
り
宇
佐
の
北
辰
赴
の
存
し
π
る
事
は
朋
か
な

6
、
。
次
に
筑
前
早
良
郡
飯
盛
妙
見
就
は
太
宰
府
管
内
志
に

引
け
る
飯
盛
肚
文
書
な
る
も
の
に
從
へ
ば
交
永
漿
の
記
事

あ
り
○
望
外
に
豊
後
大
分
郡
星
嶽
の
妙
見
批
、
筑
後
生
葉

郡
の
妙
見
其
他
の
も
の
に
て
、
母
堂
朝
初
期
叉
は
申
葉
に

戯ハ

ﾎ
趨
を
求
め
陀
る
も
の
許
多
あ
れ
ご
元
よ
り
岱
下
す
べ

き
愛
料
無
、
し
Q
要
す
る
に
此
隷
の
紳
嵐
の
始
ま
り
は
詳
な

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
一
〇
〇
　
（
ご
九
〇
）

－
ら
ざ
る
も
、
大
膿
紳
佛
混
清
め
漸
く
熟
し
切
る
李
安
朝
の

　
末
期
に
始
ま
り
鎌
倉
の
初
期
に
か
け
て
漸
く
撰
が
り
し
も

　
の
こ
見
る
を
穏
當
こ
す
べ
し
Q
猫
此
中
に
つ
き
て
は
詳
細

　
に
研
究
せ
ざ
る
可
ら
す
Q

　
最
後
に
一
言
附
加
す
べ
き
は
、
北
辰
ご
北
斗
ご
の
混
同
な

　
り
。
此
二
者
元
よ
り
同
一
に
あ
ら
ざ
る
に
、
一
般
に
混
岡

　
せ
ら
れ
π
る
機
翼
あ
り
、
例
へ
ば
北
斗
七
星
を
祭
り
て
妙

見
就
ご
灯
し
、
妙
見
就
の
所
在
地
を
七
星
の
森
等
鶴
し
た

　
る
如
き
是
な
り
。
此
混
同
の
原
因
は
只
不
用
意
の
問
に
慢

　
然
混
同
せ
る
事
も
あ
る
ぺ
け
れ
ざ
も
、
叉
考
ね
方
に
よ
り

　
て
は
全
く
擦
る
所
な
き
に
あ
ら
す
。
即
ち
密
宗
に
北
辰
こ

　
い
へ
ば
毒
焔
論
北
癒
一
星
、
妙
一
見
も
亦
同
一
な
る
も
叉
北
斗
星

　
に
繋
く
る
特
別
の
傷
合
あ
り
〇
三
井
寺
に
て
は
北
斗
の
主

　
星
を
北
辰
こ
い
ひ
、
是
を
載
量
叉
は
妙
見
大
菩
薩
こ
な
す
○

　
即
ち
北
斗
こ
い
ふ
時
は
七
星
の
事
に
し
て
薄
遇
叉
は
妙
見

　
こ
い
へ
ば
其
七
星
を
薄
霧
せ
る
総
括
的
の
名
目
な
り
こ
い

　
ふ
一
種
蒔
別
の
解
繹
を
下
せ
り
Q
即
ち
同
｛
物
を
見
方
を



異
に
す
る
に
過
ぎ
す
ご
い
ふ
に
あ
り
（
秘
密
儒
林
）
o
大
罪

法
院
頼
楡
僧
正
の
薄
草
子
ロ
訣
に
妙
見
法
ε
北
拳
法
ご
は

胴
合
の
不
同
な
り
。
合
す
る
時
は
妙
見
こ
い
ひ
、
開
く
時

は
北
斗
、
し
い
ふ
、
妙
見
色
々
の
利
釜
高
閣
の
時
に
七
星
ご

顯
る
、
が
故
に
、
妙
…
見
、
七
星
を
持
す
鑑
り
あ
る
は
即
ち
是

な
り
。
是
等
の
事
も
一
般
信
仰
に
北
斗
北
辰
を
混
同
せ
る

原
因
こ
な
れ
る
な
る
べ
し
。
此
事
に
つ
き
て
は
猫
研
究
を

要
す
べ
し
○
（
完
）

「
南
洋
」
の
意
義

酒
事
士
内
田
寛
一

　
　
　
　
悶

　
南
洋
（
南
海
）
な
る
語
は
從
來
邦
入
に
謄
噛
せ
ら
れ
て
る

た
が
、
特
に
昨
秋
我
が
海
軍
の
活
動
野
面
は
、
南
洋
熟
一

層
高
ま
り
、
外
聞
に
難
誌
に
喧
明
せ
ら
る
、
爾
洋
の
記
事

・
は
、
實
に
慮
接
に
露
な
か
ら
ん
ご
す
る
盛
況
を
呈
t
、
今

　
　
　
第
　
一
奮
　
　
叢
　
設
　
　
南
…
洋
の
意
義

や
「
南
洋
」
は
一
種
の
流
行
語
こ
な
つ
犯
○
然
し
此
語
の
意

義
が
甚
だ
朋
瞭
を
敏
け
る
望
め
に
、
不
硬
を
戚
す
る
事
・
少

か
ら
ざ
る
は
、
蕾
に
余
輩
の
み
に
止
る
ま
い
ご
想
は
れ
る

　
近
時
我
國
で
は
、
南
洋
な
る
語
で
鋳
示
せ
ら
れ
π
記
事

の
多
く
が
、
東
南
亜
細
亜
馬
來
多
島
海
地
方
を
意
離
し
て

居
つ
セ
所
か
ら
、
南
洋
こ
い
へ
ば
直
に
此
地
方
を
聯
想
せ

し
む
る
ま
で
に
、
南
洋
な
る
語
ご
此
地
方
ご
が
密
接
に
結

び
付
け
ら
れ
て
み
る
か
の
観
が
あ
る
。
女
工
に
新
占
領
猫

逸
領
ミ
ク
ロ
子
シ
ァ
が
、
南
洋
こ
し
て
紹
介
せ
ら
る
、
や

此
地
方
も
亦
馬
來
多
島
海
地
方
の
そ
れ
ご
、
事
情
を
同
じ

く
せ
る
も
の
な
ら
ん
ご
は
、
蓋
多
く
の
入
々
の
間
に
抱
か

れ
π
想
像
で
、
爾
現
に
左
回
で
あ
る
や
う
で
あ
る
が
、
其

誤
解
で
あ
る
事
は
喋
々
を
要
し
な
い
。

　
然
し
て
一
方
で
は
、
・
更
に
進
ん
で
「
南
洋
」
の
語
義
よ
り

見
て
、
新
占
領
南
洋
諸
島
を
南
洋
ご
呼
ぶ
は
、
不
合
理
な

り
こ
す
る
説
さ
へ
聞
ぐ
に
至
つ
だ
Q
其
理
由
こ
す
る
所
は

從
來
吾
等
が
青
ん
だ
「
，
南
洋
」
が
馬
來
多
島
海
地
方
な
る
が

　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
一
〇
一
　
（
二
九
一
）


